
キャッシュレス社会の実現に向けて
　日本には、クレジットカードやデビットカード、電子マネー等、様々なキュッシュレス決済手段が存在しています。し
かし、決済全体に占めるキャッシュレス決済の割合は、中国や韓国、アメリカ等、キャッシュレス化が進んでいる国々
と比較すると、依然として低位で推移しています。このような中で、日本政府は2020年までにキャッシュレス決済比
率を大きく引き上げる目標を設定しており、キャッシュレス社会の実現に向けた動きが活発化しています。

　日本のキャッシュレス決済市場は、世界的に見ても多様性を

伴いながら複雑な進化を遂げてきました。さらに、テクノロジー

の進化、異業種プレイヤーの参入、利用者・事業者のニーズの多

様化等を受けて、絶え間ない変化が続いています。

　SMBCグループは、50年間にわたるクレジットカード事業 

の運営等を通じて、日本のキャッシュレス決済市場の発展に 

貢献してきました。現在では、日本のキャッシュレス化推進にお

けるイニシアチブを発揮すべく、これまでの実績や強みを活か

しながらも、環境の変化を踏まえた新たな取組を進めています。

具体的には、次ページでご紹介する「次世代決済プラットフォー

ムの構築」や「新しいキャッシュレス決済エクスペリエンスの 

提供」に取り組むことにより、事業者・利用者双方の顧客の目線

でサービスのレベルアップを図るとともに、日本のキャッシュレス

社会の実現に向けた阻害要因の解決を目指しています。

SMBCグループのキャッシュレス決済戦略  

SMBCグループ SMBCグループGMOペイメントゲートウェイ

事業者へのソリューション強化 利用者へのサービス強化

×

次世代決済プラットフォームの構築
  様々なキャッシュレス決済に対応
  オムニチャネルへの対応
  低コストなサービス
  決済データ活用による各種サポート

新しいキャッシュレス決済エクスペリエンスの提供
便利   いつでも・どこでも・好きな方法で決済
安心・安全   支払のセルフ・コントロール
お得   グループ共通ポイント等

リアル決済No.1 リテール金融の各分野におけるトップ企業で連携ネット決済No.1

多様化を伴いながら複雑に進化する日本のキャッシュレス決済に対応

新しいものが次々と登場 インターフェース媒体支払手段

価値創造のための事業戦略
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新しいキャッシュレス決済エクスペリエンスの提供
　キャッシュレス決済を利用しない利用者からは、「様々な

キャッシュレス支払手段の持ち運びは大変」「キャッシュレス決

済は使いすぎ等が不安」等の声が聞かれます。SMBCグループ

では、このような利用者が直面するキャッシュレス決済それ 

自体の課題解決に向き合い、キャッシュレス関連サービスの 

強化に注力しています。

　たとえば、キャッシュレス決済の利用者が、いつでも・どこで

も・好きな方法で支払うことができるよう、様々な支払手段、

様々な店頭インターフェース（非接触IC、QRコード決済等）を

便利に使い分けることができるモバイル・サービスを導入しま

す。同サービスでは、支払のセルフ・コントロールを可能にする

機能を提供する予定となっています。具体的には、使いすぎ懸

念を持つ利用者がキャッシュレス決済を安心・安全に利用する 

ためにモバイル上で利用限度額をフレキシブルに設定できる

機能や、節約等により資金繰りに比較的余裕のある利用者が、

クレジット決済からデビット決済へ、ニーズに応じて柔軟にスイッ

チできる機能等を提供します。

　さらに、リテール金融の各分野におけるトップ企業を有する

SMBCグループならではの取組として、グループ共通ポイントを

導入し、決済を含む様々な金融サービスでポイントを獲得可能

にするとともに、各種事業者との連携による特典の提供につい

ても検討を進めています。

　このように、「便利」「安心・安全」「お得」な新しいキャッシュ

レス決済エクスペリエンスを利用者に提供するために、SMBC

グループとして、グループ各社の総力を結集して取り組んでい

きます。

次世代決済プラットフォームの構築
　日本におけるEC（電子商取引）の急速な拡大やモバイル化の

進展等を背景に、キャッシュレス支払手段の利用シーンも多様化

しています。一方で、決済情報を処理するための決済プラット

フォームが支払手段ごとに異なっていることから、事業者は 

それぞれの支払手段に対応した決済端末等を備え付けたり、

POSシステムを更改したりする必要があります。そのため、す

べての支払手段に対応することは、事業者にとって容易なこと

ではなく、日本のキャッシュレス社会実現に向けた阻害要因の 

ひとつとなっています。

　こうした状況を踏まえ、SMBCグループとGMOペイメントゲー

トウェイ*は、事業者側のキャッシュレス決済環境の整備を目的 

として、次世代決済プラットフォームの構築に向けた協議を2018

年5月に開始しました。カード業務に強みを持ち、店舗等のリア

ル決済に優位性のあるSMBCグループと、ネット決済に強い

GMOペイメントゲートウェイそれぞれの強みを持ち寄り、ネット決

済からリアル決済までシームレスに、様々な支払手段をワンス

トップでサポートする包括的な次世代決済プラットフォームを構

築することで、事業者が「ひとつの決済プラットフォームと接続

すれば、利用者の様々なニーズに応える多様な支払手段を低コ

ストで提供できる」環境の実現を目指していきます。
*  GMOインターネットグループにおいて総合的な決済関連サービスおよび金融関
連サービスを展開する決済業界のリーディングカンパニーであり、年間決済処
理金額は2.5兆円を超える。

事業者へのソリューション強化 

利用者へのサービス強化 
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